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バージョン管理ツール「Perforce P4」に REST API機能を搭載 
正式リリースに先立ち、ユーザー向けに試用提供を開始 

外部ツールとの連携を実現し、開発プロセス自動化や効率向上に寄与 

 
株式会社東陽テクニカ(本社︓東京都中央区、代表取締役 社長執行役員︓高野

こ う の
 俊也
と し や

、以下東陽テク
ニカ)は、代理店を務める米国・Perforce

パ ー フ ォ ー ス
 Software
ソ フ ト ウ ェ ア

, Inc. (以下 Perforce社)が提供するエンタープライズ向
けバージョン管理ツール「Perforce

パ ー フ ォ ー ス
 P4
ピーフォー

」の最新バージョン※1 に、新たに REST API 機能が搭載されたことをお
知らせいたします。正式リリースに先立ち、ユーザーに試用していただく“テクニカルプレビュー”に関するフィードバック
の受付を 2026年 1月に開始いたしました。本機能により、外部ツールと「Perforce P4」の連携や、開発プロセ
スの自動化が一層容易となり、大規模開発チームの効率向上に寄与します。 

 
【 概要 】 
近年、ソフトウェアの開発現場では CI/CD※2 の普及や開発プロセスの自動化が進み、バージョン管理ツールに

対しても外部ツールと連携したり、自社独自のスクリプトから利用したりできる API を求める声が高まっています。 
今回、「Perforce P4」に、REST API機能が新たに搭載されました。これにより、外部ツールから HTTP を介

して直接「Perforce P4」の操作やデータ取得が可能となり、CI/CDパイプラインへの統合、ビルドやテストの自動
化、独自ツール開発、アセット管理システムとの連携など、従来よりも柔軟なワークフローが実現できます。 

REST API の提供は、「Perforce P4」におけるWeb ベースの API基盤の整備に向けた第一歩として位置
づけられており、今後はユーザーの利用用途に応じて機能やエンドポイントの拡充が予定されています。 
 
※1 P4 Server 2025.2 以降 

※2 CI/CD︓「Continuous Integration(継続的インテグレーション)と Continuous Delivery(継続的デリバリー)」の略称。ソフトウ

ェア開発における開発からリリース工程を自動化する仕組み 

 
【 テクニカルプレビューについて 】 
テクニカルプレビューは、正式リリースに先立ち、新機能をユーザーに試用していただくことで、改善に向けたフィー

ドバックを得るための提供形態です。Perforce社では、REST API の品質向上と機能拡張に向け、このテクニカ
ルプレビューを通じてユーザーからの意見を収集しています。 
テクニカルプレビューの詳細ページ︓https://www.toyo.co.jp/ss/contents/detail/rest-api-tech-

preview 
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【 「Perforce P4」について 】 
大規模開発に対応したエンタープライズ向けバージョン管理ツールです。ソースコードだけでなく、ゲーム・映像・

製造業などの開発現場で多く扱われる大容量のデジタルアセットも高速かつ安全に管理できます。世界中の企業
やスタジオなどで採用されており、複雑化する現代の開発環境を支える基盤として広く利用されています。 
・ 大規模開発に強い高速パフォーマンス︓数百万ファイル・大容量アセットでも安定して運用可能 
・ 強力なスケーラビリティ︓チーム拡大や拠点分散にも柔軟に対応 
・ 多様なアセットを一元管理︓テキスト／バイナリ／3D モデル／映像などを一元的に管理可能 
・ 業界標準の信頼性と実績︓ゲーム、映像、自動車、製造など幅広い領域で採用 
・ 豊富なツール連携︓GUI／CLI／各種 IDE／アーティスト向けツールなどと連携が可能 
 
＜Perforce Software, Inc. について＞ 

Perforce社は、1995年に設立されたソフトウェア開発支援ソリューションのグローバルプロバイダーです。ソース
コードの静的解析や脆弱性検出をはじめとするテストツールから、デジタルアセットやプロジェクトの管理ツールまで、
ソフトウェアの開発ライフサイクル全般において、開発者を支援するためのソリューションを幅広く提供。同社のソリュ
ーションは、フォーチュン 500企業の 75%で導入され、世界中で 2万以上の企業に採用されています。  

Perforce Software, Inc. Web サイト︓https://www.perforce.com 
 
＜株式会社東陽テクニカについて＞ 
東陽テクニカは、最先端の“はかる”技術のリーディングカンパニーとして、技術革新を推進しています。その事業

分野は、脱炭素／エネルギー、先進モビリティ、情報通信、EMC、ソフトウェア開発、防衛、情報セキュリティ、ライ
フサイエンス、量子ソリューションなど多岐にわたり、クリーンエネルギーや自動運転の開発などトレンド分野への最新
計測ソリューションの提供や、独自の計測技術を生かした自社製品開発にも注力しています。新規事業投資や 
M&A による成長戦略のもと国内外事業を拡大し、安全で環境にやさしい社会づくりと産業界の発展に貢献して
まいります。 
株式会社東陽テクニカ Web サイト︓https://www.toyo.co.jp/ 
 

 ★ 本件に関するお問い合わせ先 ★ 
株式会社東陽テクニカ 経営企画部 広報・マーケティンググループ 
TEL︓03-3279-0771(代表) / E-mail︓marketing_pr@toyo.co.jp 
「Perforce P4」製品ページ︓https://www.toyo.co.jp/ss/products/detail/perforce 
テクニカルプレビューの詳細ページ︓https://www.toyo.co.jp/ss/contents/detail/rest-api-tech-

preview 

※本ニュースリリースに記載されている内容は、発表日現在の情報です。製品情報、サービス内容、お問い合わせ先など、予告なく変更
する可能性がありますので、あらかじめご了承ください。 
※記載されている会社名および製品名などは、各社の商標または登録商標です。 
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